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「主は生きておられる」

（ヨハネ20:1～10）

挽地茂男
2019.10.6 日本基督教団千歳丘教会

もともと聖書、英語で Bible を意

味する言葉は、ギリシア語のビブロ

ス（Bivblo"）という言葉です。これ

は「本」という意味の言葉です。こ

の聖書という本はふつうの本とは少

し違った読書経験を生み出します。

太宰治の『走れメロス』やドストエ

フアスキーの『罪と罰』や『カラマ

ーゾフの兄弟』や漱石の『坊ちゃん』

や、『赤毛のアン』や『銀河鉄道の

夜』や『龍馬がいく』など名作と呼

ばれている作品を読むと、その作品

の主人公や登場人物の行動や生き方

に強い感動や共感を覚えることがあ

ります。そ

のような感

動や共感に

満たされる

と、わたしたちはその小説や小説の

登場人物との「出会い」を非常に大

切なこととして心にとどめます。聖

書もやはり「出会い」を生み出す本

なのです。

松永希久夫という人が、ＮＨＫブ

ックスから１９８９年に出された

『歴史の中のイエス像』という本の

中（229頁）で次のようなことを言

っています。ちょっと抽象的な表現

が多いのですが、お読みします。

「福音書伝承も、福音書も、初代

教会の生活・活動の中から出てきま

した。〔教会の“生活の座”〕すなわ

ち、礼拝がその中心にあるのですが、

そこで繰り返されている過去の人ナ
、 、 、 、

ザレ人イエスの記憶の想起（アナム

ネーシス）と、想起という形での現
、

在の人主イエス・キリストとの出会
、 、 、

いの内から伝承も福音書も産まれて

きたのであり、また、そうした伝承

――のちには福音書――を媒介に

“記憶の想起”と“想起という形で

の出会い”が成立してきたのであり

ます。福音書という文学類型の性質

はそこに求められるのです。」

つまり福音書の価値は、この主イエ

スとの出会いを再生産するという所

にあると語っているのです。礼拝に

おいて過去の人イエスの物語が読ま

れます、イエスのことが語られる、

そのことによって過去の人イエスが

思い起こされ、想起されることによ

って、現在化する、現在の人として

迫ってくる。それを可能にするのが

福音書という書物だと言うのです。

キリスト教はこのような聖書を通



- 2 -

してイエス・キリストとの出会いに

よって成り立っている宗教なので

す。そしてこの主「イエスとの出会

い」は、ふつうの読書から得られる

経験の範囲を超えているのです。そ

こに、この宗教独特の経験が生じる

からです。

主「イエスは生きておられる」と

いう復活のメツセージは、人間の理

性をすでに超えています。この「イ

エスは生きておられる」というメッ

セージはどう見ても簡単には受け入

れられないメッセージです。非合理

なのです。今日の聖書の場面を見て

みましょう。

１－２節。20:1 週の初めの日、朝早

く、まだ暗いうちに、マグダラのマ

リアは墓に行った。そして、墓から

石が取りのけてあるのを見た。

20:2 そこで、シモン・ペトロのと

ころへ、また、イエスが愛しておら

れたもう一人の弟子のところへ走っ

て行って彼らに告げた。「主が墓か

ら取り去られました。どこに置かれ

ているのか、わたしたちには分かり

ません。」

マグダラのマリアは安息日が明ける

と、主イエスの亡骸が納められた墓
な き が ら

に出かけました。主イエスを慕う強

い思いに引かれて、すでに屍となっ

た主の許に、少しでも主イエスの近

くにいたいと思ったからでした。し

かし墓に出向いてみると、墓の入口

を塞いでいるはずの、あの大きな石

が脇に動かされていて、墓の入口が

露わになっているのです。墓は空で

した。彼女は一目散に弟子たちの許

に走って伝えます。「主が墓から取

り去られました。どこに置かれてい

るのか、わたしたちには分かりませ

ん」（v.2）。ご遺体がないのです。

誰かが遺体を運び出し、どこかに移

動したのだ、と彼女は思いました。

空の墓、遺体がない、誰かが運び去

ったにちがいない。そう考える以外

にない。合理的にはそうとしか考え

られないのです。正しい推論です。

以前にもお話ししましたが、太平

洋放送協会のラジオ牧師として長く仕

事をされた羽鳥明という牧師がいま

すが、彼の弟さんの入信の次第を話

してくださってのを聞いたことがあり

ます。すでにキリスト教徒になってい

た羽鳥明氏は、自分の弟の羽鳥純二

氏が信仰を持ってくれることを願って

教会に招きました。弟は教会に来てく
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れたのですが、羽鳥明先生は「しま

った」と思ったそうです。（イースタ

ーだったのです）牧師は、イエスは

死者の中からよみがえったと語り始め

たのです。しまったと思いました。東

大卒で、しかも理系で〔理学部火薬

学科〕、共産党員で、日本鋼管でオ

ルグ活動をしたために首を切られた

ほどの、筋金入りの唯物論者の弟が、

はじめて教会に来て死人の中から生

き返った教祖を信じるはずがない。

これで当分彼に入信の機会は訪れな

いだろうと思ったそうです。しかし弟

は分かっていたんですね。「復活」――

これだな。これがキリスト教の中心

だ。それは彼がまともな共産主義者

だったからです。〔よく宗教はアヘン

だと言う時、キリスト教に関して言え

ば、キリスト教のアヘンがこれだと思

ったのかもしれません。〕キリスト教

に入信するか否かは別として、復活

がキリスト教の核心部分であること

は、彼がまともなキリスト教批判者で

園の墓

あれば、必ず知っています。弟の共

産主義者は確かに「これだ」と思っ

たのです。のちに羽鳥純二氏はキリ

スト教に入信し、牧師になります。

さて聖書の復活物語にもどりましょ

う。３－８節。「20:3 そこで、ペトロ

とそのもう一人の弟子は、外に出て

墓へ行った。20:4 二人は一緒に走

ったが、もう一人の弟子の方が、ペ

トロより速く走って、先に墓に着い

た。20:5 身をかがめて中をのぞく

と、亜麻布が置いてあった。しかし、

彼は中には入らなかった。20:6 続

いて、シモン・ペトロも着いた。彼

は墓に入り、亜麻布が置いてあるの

を見た。20:7 イエスの頭を包んで

いた覆いは、亜麻布と同じ所には置

いてなく、離れた所に丸めてあった。

20:8 それから、先に墓に着いたも

う一人の弟子も入って来て、見て、

信じた。」

マグダラのマリアの知らせを受け

て、二人の弟子たちが走って墓にや

ってきます。一番弟子のペトロと、

主イエスが愛された愛弟子です。足

が速かった愛弟子はペトロよりも先

に墓に到着します。入口から中をの

ぞくと、主イエスの亡骸を包んでい
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た亜麻布が見えます。しかし彼は慎

重な人だったのか、墓の中には入り

ませんでした。ペトロが遅れてやっ

て来ました。ペトロは――ペトロら

しいと思いますが――躊躇なく墓の

中に入ります。墓の中には、亜麻布

と亜麻布から少し離れたところにイ

エスの頭を包んでいた覆いがあるだ

けでした。ペトロの行動に触発され

て、先についた愛弟子も、墓の中に

入ってきました。聖書はこの愛弟子

の不思議な変化を記しています。彼

は墓の中に入って「来て」、「見て、

信じた」というのです。「見た」と

いうは墓の中の様子を見た、という

ことでしょう。「信じた」というの

は、「イエスが甦った」ことを信じ

たということなのでしょうか。

この「来て」「見て」「信じた」と

いう言葉に少しこだわってみましょ

う。実はこの動詞の組み合わせは、

ヨハネ福音書に特徴的な組み合わせ

なのです。１章に出てきます。最初

の弟子たちを召す召命の物語の中に

出てきます。１章３５－４１節。

1:35 その翌日、また、〔洗礼者〕ヨ

ハネは二人の弟子と一緒にいた。1:

36 そして、歩いておられるイエス

を見つめて、「見よ、神の小羊だ」

と言った。1:37 二人の弟子はそれ

を聞いて、イエスに従った。1:38

イエスは振り返り、彼らが従って来

るのを見て、「何を求めているのか」

と言われた。彼らが、「ラビ――『先

生』という意味――どこに泊まって

おられるのですか」と言うと、1:39

イエスは、「来なさい。そうすれば

分かる」と言われた。そこで、彼ら

はついて行って、どこにイエスが泊

まっておられるかを見た。そしてそ

の日は、イエスのもとに泊まった。

午後四時ご

ろのことで

ある。1:40

〔洗礼者〕

ヨハネの言

葉を聞いて、イエスに従った二人の

うちの一人は、シモン・ペトロの兄

弟アンデレであった。1:41 彼は、

まず自分の兄弟シモンに会って、「わ

たしたちはメシア――『油を注がれ

た者』という意味――――に出会った」

と言った。

「来て」「見る」ことが「信仰」の

出来事につながるのです。言葉とし

てもっとはっきり出てくるのがその

続きの、フィリポとナタナエルの召

命の箇所です。１章４３－５０節。

1:43 その翌日、イエスは、ガリラ

ヤへ行こうとしたときに、フィリポ
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に出会って、「わたしに従いなさい」

と言われた。1:44 フィリポは、ア

ンデレとペトロの町、ベトサイダの

出身であった。1:45 フィリポはナ

タナエルに出会って言った。「わた

したちは、モーセが律法に記し、預

言者たちも書いている方に出会っ

た。それはナザレの人で、ヨセフの

子イエスだ。」1:46 するとナタナエ

ルが、「ナザレから何か良いものが

出るだろうか」と言ったので、フィ

リポは、「来て、見なさい」と言っ

た。1:47 イエスは、ナタナエルが

御自分の方へ来るのを見て、彼のこ

とをこう言われた。「見なさい。ま

ことのイスラエル人だ。この人には

偽りがない。」 1:48 ナタナエルが、

「どうしてわたしを知っておられる

のですか」と言うと、イエスは答え

て、「わたしは、あなたがフィリポ

から話しかけられる前に、いちじく

の木の下にいるのを見た」と言われ

た。 1:49 ナタナエルは答えた。「ラ

ビ、あなたは神の子です。あなたは

イスラエルの王です。」 1:50 イエ

スは答えて言われた。「いちじくの

木の下にあなたがいるのを見たと言

ったので、信じるのか。もっと偉大

なことをあなたは見ることになる。」

「来る」ことと、「見る」ことと、「信

じる」こと

がダイナミ

ックにつな

がっていま

す。今日の

箇所では、

愛弟子に遅れて墓に到着したペトロ

は、「彼は墓に入って来て〔eijsh'lqen

接近〕、亜麻布が置いてあるのを見

た〔観察〕」（v.6）とまでは書かれ

ていますが、「信じた」とまでは書

かれていません。それに対して愛弟

子は、「…先に墓に着いたもう一人

の弟子も入って来て〔eijsh'lqen 接

近〕、見て〔観察〕、信じた〔信仰〕」

（v.8）と、ペトロと対照的に描か

れています。マグダラのマリアとも

対照的です。マリアはただただ主イ

エスを納めた墓が空になっているこ

とに驚いて行動に出ます。しかしそ

の「驚き」はまだ「信仰」に達して

いません。彼女はまだ悲しみの中に

いるのです（v.11）。〔11節以下の物

語で、やがて彼女は「見て」「信じ

る」に至るのです。〕愛弟子はペト

ロより先に墓に到着しましたが、そ

の〈接近〉においては慎重だったの

です。後についたペトロが先に墓に

入ってしまいます。しかし入って「来

て」（接近して）「見た」（観察した）



- 6 -

だけのペテロとは違って、この愛弟

子は、入って「来て」（接近して）「見

て」（観察して）「信じる」（信仰に

至る）のです。「来る」こと〈接近〉

と、「見る」こと〈観察〉と、「信じ

る」こと〈信仰〉がダイナミックに

互いに結びつきます。〔ここではま

だ信仰に至らないペトロには〈信仰〉

にいたる別のプロセスが用意されて

いるのです。〕信仰に至るプロセス

も成長の仕方も、それぞれ違うので

す。そしてそれぞれの「信仰」は、

最終的にあの弟子のトマスに主イエ

スが教えられたように、「見ないで

信じる信仰」へと成長していくので

す（v.29）。

少し興味深い点が二つあります。

第一は、「信じた」愛弟子は、実際

は空の墓しか見ていないと言うこと

です。復活の主を見たのではないと

いうことです。主イエスの言葉（復

活の預言を含めて）は聞いていたで

しょうが。つまりこの愛弟子は実際

「見ないで信じる信仰」の先駆けに

なっているのです。第二の点は、８

節で愛弟子が「信じた」と言われて

いる直後の聖書の言葉です。９節。

「イエスは必ず死者の中から復活さ

れることになっているという聖書の

言葉を、二人はまだ理解していなか

ったのである。」信じたはずの弟子

が聖書を理解していない、というの

です。聖書理解は「信じる」ことよ

りも後に来ることは頻繁にあるので

す。「（見て）信じる」と「聖書を理

解していない」は矛盾しないのです。

聖書が後から理解されてくるプロセ

スがあるのです。「信じる」とは「理

解」に先行する、態度の変化を言う

のです。信仰は信念と違います。い

つも申し上げるように、信仰は信念

のように、なくさないように、しっ

かりと握りしめて離さないものでは

なく、神と神の言葉とそして神が与

えられた事態に対して自分を開くこ

とを言うのです。そのとき、この箇

所にあえて「何を信じた」のかとい

う信仰の対象が書かれずに、唐突に

「見て、信じた」と書かれているこ

との理由が分かってきます｡それは

｢信じる｣ということ｢信仰｣というも

のが､信頼をもって自らを開くとい
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うあり方そのものを意味しているか

らです｡人生の基本的な態度そのも

のを意味しているからです。

しかしイエスを葬った墓が空であ

ったことについて、わたしたちの理

性は、何らかの説明を要求します。

マグダラのマリアにはあのような説

明しかありませんでした。「主が墓

から取り去られました。どこに置か

れているのか、わたしたちには分か

りません」。合理的な説明を、わた

したちの頭は求めるのです。その時

よくなされる説明が、主イエスの復

活を、心の問題として説明する説明

です。遠藤周作もそうです。遠藤周

作の復活理解は、ポイントが二つあ

るのですが、その一つです。こうい

う理解です。彼は、人は死んでも「大

切に思う人

の心の中に

生き続ける

こと」これ

を復活と言

います。『深い河』の一節です。

「玉ねぎ〔キリスト〕が殺されたと

き」と大津は地面をじっと見つめな

がら呟いた。まるで自分に言い聞か

せるように、「玉ねぎの愛とその意

味とが、生き延びた弟子たちにやっ

と分かったんです。弟子たちは一人

残らず玉ねぎを見棄てて生きのびた

のですから。裏切られても玉ねぎは

弟子たちを愛し続けました。だから

彼等一人一人の後ろめたい心に玉ね

ぎの存在が刻み込まれ、忘れられぬ

存在になっていったのです。」（中略）

「以来、玉ねぎは彼等の心のなかに

生きつづけました。玉ねぎは死にま

した。でも弟子たちの中に転生した

〔甦った〕のです」

とても分かりやすい説明です。同時

に復活の大切な側面を指摘していま

すが、聖書の言う復活からはずれて

います。これは復活を心の問題とし

て扱います。復活を精神化したもの

です。この種の理屈付け、つまり合

理化は、事柄を自分の合理つまり理

性に合わせてコントロールしようと

するのです。そうすることによって

安心しようとする人間の精神の働き

の結果です。ふつうの健全な精神の

働きです。しかし復活にたいする信

仰は、心のもち方や、強い信念やマ

インド・コントロールによって生じ

るのではないのです。割り切れるも

のではないのです。それは出会いだ

からです。

ある人がキリスト教の新聞に、昔

の神学生時代の思い出として、こん

なことを書いていました。その神学
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生がある先生〔関田寛雄先生〕の授

業を受けていたある日のこと、一つ

の小さな「事件」が起こりました。

「奇跡物語」についての学生の発表

と先生のコメントがあり終了間際の

ことです。一人の学生が突然手を挙

げて質問をしました。「先生、奇跡

〔復活〕といっても今の科学からい

えばそんなものはありえません。ぼ

くには奇跡なんて信じられません」

一瞬にしてその場が凍り付きまし

た。全員牧師を目指している神学生

ばかりのゼミ。そういう場でこんな

質問が出たのです。みんなは息を呑

みながら先生を注視しました。いつ

先生が怒り出すかとドキドキしなが

ら……。

ところが、まったく予想だにしな

かった答えが返って

きたのです。しばら

くの沈黙の後、先生

はニャっと笑ってひ

とこと、「それを言っ

ちゃあ、おしめぇよ

……」（ふうてんの寅

さんの名台詞）。この先生は､(ａ)

笑ってごまかしたのではありませ

ん。つまり(ｂ) 科学の問題､合理の

問題にしちゃっちゃあおしめぇよ｡

割り切れてしまったらおしめぇよ､

と言いたいのです。

弟子たちの信仰も出会いから始ま

ったのです。「主イエスは生きてお

られる」という信仰によって「復活

の新しい生命を生き始める」という

事態が起きたのです。そしてその出

会いが聖書を通して再生産され続け

ているのです。復活は強固な意志の

問題ではなく、出会いの問題なので

す。復活の信仰は、主の側からやっ

て来るのです。

出会いと言っても何か大げさな、

劇的な出来事を意味しているのでは

ありません。Ｃ.Ｓ.ルイスという人

は「僕は、お兄ちゃんの自転車の後

ろに乗っているときに神様を信じま

した（信仰を持ちました）」と言い

ます。信仰はさりげなくやって来る

こともあるのです。お兄ちゃんの背

中から伝わる安心感が、神様を信じ

る信頼へと変化したのかも知れませ

ん。よく分かりませんが、出会いは

計画できないから出会いなのです。

出会いは出来事なのです。

ヨハネの黙示録に、人々の心の扉

を叩くキリストを表現した言葉があ

ります。「見よ、わたしは戸口に立

って、たたいている。だれかわたし

の声を聞いて戸を開ける者があれ

ば、わたしは中に入ってその者と共
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に食事をし、彼もまた、わたしと共

に食事をするであろう」（黙3:20）。

この言葉を絵にした有名な絵があり

ます。夜、灯りがついた扉の前で、

キリストがドアをノックしていま

す。扉には取っ手（ドアノブ）がつ

いていません。開けるのは、中に住

む住人以外にありません。イエスは

今もわたしたちの心の扉を叩いてお

られます。わたしたちが開くと、共

に食事をすると言われるのです。今

日、わたしたちも心を開いて、キリ

ストと共に、聖餐という食事にあず

かりましょう。

2019.10.6 日本基督教団千歳丘教会
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20:1 週の初めの日、朝早く、まだ

暗いうちに、マグダラのマリアは墓

に行った。そして、墓から石が取り

のけてあるのを見た。

20:2 そこで、シモン・ペトロのと

ころへ、また、イエスが愛しておら

れたもう一人の弟子のところへ走っ

て行って彼らに告げた。「主が墓か

ら取り去られました。どこに置かれ

ているのか、わたしたちには分かり

ません。」

20:3 そこで、ペトロとそのもう一

人の弟子は、外に出て墓へ行った。

20:4 二人は一緒に走ったが、もう

一人の弟子の方が、ペトロより速く

走って、先に墓に着いた。

20:5 身をかがめて中をのぞくと、

亜麻布が置いてあった。しかし、彼

は中には入らなかった。

20:6 続いて、シモン・ペトロも着

いた。彼は墓に入り、亜麻布が置い

てあるのを見た。

20:7 イエスの頭を包んでいた覆い

は、亜麻布と同じ所には置いてなく、

離れた所に丸めてあった。

20:8 それから、先に墓に着いたも

う一人の弟子も入って来て、見て、

信じた。

20:9 イエスは必ず死者の中から復

活されることになっているという聖

書の言葉を、二人はまだ理解してい

なかったのである。

20:10 それから、この弟子たちは家

に帰って行った。

20:1 Th'/ de; mia'/ tw'n sabbavtwn Mariva

hJ Magdalhnh; e[rcetai prwi` skotiva"

e[ti ou[sh" eij" to; mnhmei'on kai; blevpei

to;n livqon hjrmevnon ejk tou' mnhmeivou.

20:2 trevcei oukai; e[rcetai pro;"

Sivmwna Pevtron kai; pro;" to;n a[llon

maqhth;n o}n ejfivlei oJ !Ihsou'" kai;

levgei aujtoi'", !'Hran to;n kuvrion ejk tou'

mnhmeivou, kai; oujk oi[damen pou'

e[qhkan aujtovn.

20:3 !Exh'lqen ouoJ Pevtro" kai; oJ

a[llo" maqhthv", kai; h[rconto eij" to;

mnhmei'on.

20:4 e[trecon de; oiJ duvo oJmou': kai; oJ

a[llo" maqhth;" proevdramen tavcion

tou' Pevtrou kai; hprw'to" eij" to;

mnhmei'on,

20:5 kai; parakuvya" blevpei keivmena

ta; ojqovnia, ouj mevntoi eijsh'lqen.

20:6 e[rcetai oukai; Sivmwn Pevtro"

ajkolouqw'n aujtw'/ kai; eijsh'lqen eij" to;

mnhmei'on, kai; qewrei' ta; ojqovnia

keivmena,

20:7 kai; to; soudavrion, o} hejpi; th'"

kefalh'" aujtou', ouj meta; tw'n ojqonivwn

keivmenon ajlla; cwri;" ejntetuligmevnon
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eij" e{na tovpon.

20:8 tovte oueijsh'lqen kai; oJ a[llo"

maqhth;" oJ ejlqw;n prw'to" eij" to;

mnhmei'on kai; eikai; ejpivsteusen:

20:9 oujdevpw ga;r h[/deisan th;n grafh;n

o{ti dei' aujto;n ejk nekrw'n ajnasth'nai.

20:10 ajph'lqon oupavlin pro;" aujtou;"

oiJ maqhtaiv.


